
 
 

 

１．第 19回川崎国際環境技術展 開催概要 

１ 会 期 ： 令和８年 11月 11日(水)・12日(木) 10:00～17:00 

２ 場 所 ： カルッツかわさき（川崎市川崎区富士見１－１－４） 

３ 入 場 ： 無料（御来場にはホームページ上での登録が必要です。） 

                 https://www.kawasaki-eco-tech.jp/ 

４ 出展企業・団体 ：131企業・団体（前回比 10者増） 

 

 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「サーキュラーエコノミー」や「環境」をテーマに全国から自治体が集結！技術展にて各自治体の環境施策お

よび先進的な取組を「ピッチ」、「パネル展示」により御紹介します。 

 

〇自治体ピッチ（６団体）     〇自治体パネル展示（12団体） 

・日時：11月 12日（木）15:10～16:15    ・日時：11月 11日（水）・12日（木）10:00～17:00 

・場所：展示会場メインステージ     ・場所：展示会場 

・登壇自治体、ピッチテーマ     ・パネル展示自治体一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 19回川崎国際環境技術展開催間近！来場事前登録を受付中です！ 

～自治体や学生と連携した企画や、初開催のAwardなど、充実したコンテンツでマッチング創出！～ 

川崎市は、出展者の優れた環境技術や先進的な取組を広く情報発信し、参加者のビジネスマッチングや

研究開発の促進を目的に、令和 8年 11月 11日（水）、12日（木）の 2日間、カルッツかわさき（川崎市川崎

区）で、第 19回川崎国際環境技術展を開催します。 

今年は、131の企業・団体が出展するほか、『サーキュラーエコノミー』×『共創』をテーマとした各種

企画や、企業と自治体との連携機会の創出を目指す「自治体連携企画」や海外関係者とのマッチング、市

立高校との連携企画などを実施します。また、出展者の優れた技術やサービスを表彰する「Kawasaki Eco-

Tech Fair Awards 2026」を初開催します。 

例年、市内外から多くの企業関係者や未来ある若者が来場し、企業間の商談や学びを発見する、川崎市

を代表するビジネスマッチングイベントです。 

前回（第 18回）の様子 

令和８年 1 1 月４日 

報 道 発 表 資 料 

川崎市（経済労働局） 

※サーキュラーエコノミーとは、循環型経済という意味で、企業が取り組むことで、資源を無駄なく活用し、

環境と企業利益を両立させ、持続可能な成長と競争力を高める経営戦略とすることができます。 

２．自治体連携企画 

栃木県宇都宮市 総合政策部 政策審議室 共創推進室 

共創に本気のまち宇都宮 

 

埼玉県 産業労働部 新産業育成課 

埼玉県のサーキュラーエコノミー施策 

 

神奈川県小田原市 経済部 農政課 

希少な動植物が生息する水田環境を守る企業様を募集します！ 

 

神奈川県相模原市 市長公室 みんなのSDGｓ推進課 

官民連携で進める SDGｓ未来都市さがみはらの取組 

 

神奈川県横浜市 政策経営・国際戦略局 グローバル都市戦略課 

Yokohama Circular Week 2027 について 

 

栃木県那須塩原市 環境戦略部 サーキュラーエコノミー課 

NP・CN・CE*を編み込む環境都市「那須塩原」の実現に向けて 

神奈川県川崎市 神奈川県横浜市 神奈川県相模原市 神奈川県藤沢市 

神奈川県小田原市 栃木県那須塩原市 埼玉県 愛知県蒲郡市 

京都府亀岡市 株式会社さがみはら 
産業創造センター 

一般財団法人箱根町観光協会 北九州GX推進コンソーシアム 

https://www.kawasaki-eco-tech.jp/


 
 

 

３．特別企画 「ＣＹＣＬＥ」 ホスト企業×学生×共創パートナーで描く、サーキュラーエコノミーの未来 

４．特別展示 

 
 
 サーキュラーエコノミーに関するホスト企業のニーズに対して、学生がアイデアを立案し、提案内容を発表し

ます。提案内容の具現化に向けてホスト企業と出展者及び来場者のビジネスマッチングを目指す、新規事業創出

プログラム企画を実施します。 

 

 

 

 

＜参加ホスト企業・共創テーマ一覧＞ 

 

 

展示会場入口付近の未利用資材等を活用した特別展示エリアでは、「資源リサイクル・サーキュラーエコノミー」

の分野の出展者６者の優れた技術・サービスを展示します。 

ホスト企業 共創テーマ 

株式会社スペース 商業施設を資源が巡るプラットフォームへ 

メビウスパッケージング株式会社 業務用プラスチックボトルのリユースを定着させるための新しい仕組みづくり 

株式会社ロフト 推し活グッズから始まる、モノと想いの新しい循環モデル 

出展者名及び展示する製品・サービス 

【サイボー株式会社】 

製品回収～分別～分解～再重合～原料～製品の無限ループ 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ファーメランタ株式会社】 

精密発酵による天然由来機能成分の持続可能な生産 

 

 

 

 

 

 

 

【株式会社ノンバーバル】 

川崎市内産のユズやミカンを使用したアロマ製品 

 

 

 

 

 

 

 

 

【株式会社ミーバイオ】 

mii-Bioprocess(バイオ半導体材料) 

 

 

 

 

 

 

 

【株式会社ファッションクロスフルシマ】 

どんな服も新たな姿に生まれ変わる。服の循環プラットフォーム 

 

 

 

 

 

 

 

 

【株式会社ミライ化成】 

炭素繊維複合材料（ＣＦＲＰ）のリサイクルと用途展開 

 

 

 

 

 

 

 

【開催概要】（期日）令和８年 11月 12日（木）13:15～14:50 

      （場所）カルッツかわさき大会議室１・２ 

※ホスト企業とのビジネスマッチングの申込は終了しました。 

 

 
アイデア創出に向けて 

企業からアドバイスを
受ける学生の様子 



 
 

 

５．国際関連企画 

６．市立高校との連携企画 

 
 

環境関連政府機関の関係者をゲストとして招待し、企業との交流・マッチングを実施します。（要予約） 

＜展示会にお越しいただくゲスト＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 市立高校の高校生が展示会へ来場し、登壇企業による環境出前授業を実施します。また、出前授業終了後には、

各自、展示会場内を自由に見学します。これは、学びの実社会での活用や、企業の取組を知ってもらうことを目

的としています。なお、来場者の方も出前授業の様子を御自由に見学いただけます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
出展企業の環境課題の解決に大きく貢献する優れた技術やサービスを広くＰＲすることを目的に、アワード企

画「Kawasaki Eco-Tech Fair Awards 2026」を初開催します。エネルギー部門、カーボンニュートラル部門、サ
ーキュラーエコノミー部門の 3部門で募集し、計 23者がノミネートされました。 
事業・取組の先進性や期待値、伝わりやすさ・アピール度などを来場者の方から投票いただき、事務局の審査

を経て、12日（木）に各部門の優秀賞を選び、表彰を行います。 

〇来場者投票       〇表彰式 

・日時：11月 11日（水）10:00～17:00 ・日時：11月 12日（木）16:30～17:00 

・場所：展示会場出口付近     ・場所：展示会場内メインステージ 

 

   https://www.kawasaki-eco-tech.jp/common/data/awards_flyer.pdf 

 

 

 

今回初めて御招待 昨年度に引き続き御招待 

問合せ先 
川崎市経済労働局イノベーション推進部 兒島 
電話 044-200-3213（内線 28603） 

タイ王国 
タイ東部経済回廊事務局（EECO） 
バイオ・循環型・グリーン経済推進部  
エグゼクティブ・ディレクター 
アンストーン ワスサン氏 

フィリピン共和国 
フィリピン環境管理局（EMB） 
第 6地域事務所 地域局長代理 
アン・マリー・アマデール・ 
デラリアルテ氏 

市立川崎高等高校 「化学の学習内容と実社会の結びつきを知る」 

 （日時・場所）11月 11日（水）14:40～16:00 カルッツかわさき大会議室１・２ 

 

市立川崎総合科学高等学校  「環境教育を通じて将来の進路を考える」 

（日時・場所）11月 12日（木）13:30～14:40 カルッツかわさき小体育室 

登壇企業が有する環境関連分野技術等を通じて、現場での経験や職場の様子などをお話しいただき、

環境技術への理解を深めながら、将来の進路を考えるきっかけを作ります。 

【登壇企業】 キヤノンマーケティングジャパン株式会社  株式会社東芝 

普段化学の授業で学んだことが実社会でどのようにいかされているか、出展者の製品・サービスに

よる実例を交えながら講義を実施します。 

【登壇企業】 日本乳化剤株式会社（出展者） 三菱化工機株式会社（出展者）  

株式会社レゾナック（出展者） 

７．アワード企画 

  

川崎国際環境技術展に向けたメッセージ 

投票いただいた方に、本市の横断幕からアップサイクル
したボトルマーカーを先着でプレゼント! 

 協賛：株式会社 SKLO 

製品等の詳細は Webで！  

 

【エントリー企業（50音順）】(株)エノア、エリーパワー(株)、川崎市ビルメンテナンス業(協組)、(株)kinoiro、共同開発 G エン

バイロン．企画/(一社)Green Earth Again、(株)クリエイティブテクノロジー、(株)グリッドリンクス、(株)クレハ環境、工学院大

学 金熙濬 研究室、(株)GOURIKIコーポレーション、sanodesign/佐野デザイン事務所、(株)シアノロジー、(株)SKLO(PRODUCT BASE 

SKLO)、(株)竹中工務店、(株)データープロセスサービス、Drive Electro Technology(株)、日本ミクニヤ(株)、(株)ファッション

クロスフルシマ、水戸工業(株)、(株)ミーバイオ、モビリティエナジーサーキュレーション(株)、(株)山善、レコテック(株) 

日本企業とのパートナーシップを構築し、 

タイの循環経済・クリーン経済分野における 
新たな投資・ビジネス機会を探りたいと考えています 

日本企業との交流を通じて、環境技術や 

ソリューションのフィリピンでの 
事業展開の可能性を探りたいと考えています。 


